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北部奥尻海嶺の活構造

竹内 章゛’　 田中武男゛2

奥尻梅嶺の北耶は寿都柵造匐により斜断される。西緑は海溝としての地形が明瞭

である。東方にlj局所的に引張的な応力場があり，積丹淘丘群・後志洵丘群などの

海底火山群が分布している。この地域の地形・牋質鴣透は次のような特徹をもつ。

ll】新生プレート境界へ移行する日本両ｉ 縁変動l;;の一部にあたる。

12】この地域は東北日本弧としてみると，その北側の付け根|こあたる特異な位置を

しめる。

13】上紀のことから,この海樹の西鯏に沈み込み境界の地形が特徹的にあらわれる。

武蔵洵盆而西９で初めて行なわれた潜航澀査では，潜水船の測深データから洵盆

鯉に伏在する背劉鳩造が推足されたが，武蔵海盆西緑断咽の硲頑を発見するにはい

たらなかった。活動度を判定するために，さらに総合的な研究が必髮である。

Active  Structures on and Around  the Northern  Okushiri Ridge,

along  the Eastern Margin of  Sea of Japan.

Akira TAKEUCHI*3  and Takeo TANAKA*4

The  Sutisu  tectonic line, off  Western  Hokkaido,  obliquely cuts the

northern Okusluri Ridge. Its western margin  is clearly configured by struc-

tural features of  trench where  an  oceanic plate subducts. An  extensional

stress field was  located In and around  Shiribeslu Trough, east of the ridge,

where  Quaternary  submarine  volcanoes are distributed (Shakotan and Shri-

beshi Knolls). These  tectonic elements and  active features indicate that:

(1) The  'tectonic zone  along the eastern margin of  Japan Sea* as a whole

is on a course of transformation into a nascent, convergent plate

boundary.

(2) inbetween  the  pre-existing boundary  between  Eurasian and  North

American  plates and the nascent one, the northern Okusluri ridge has

been  tectorucally situated at a peculiar condition, the northern joint of

Northeast Japan Arc.

(3) This  may  explain the reason why  characteristics of subduction trench

could be  found  only  along the western margin  of  northern Okusluri

Ridge.

No  outcrop  of  active fault but  a possibly active fold with a NW-SE  axis
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parallel to the  Sutuu  tectonic line was  observed along  the southwestern

margin  of  Musashi Basin near the eastern foot of  the Okuslxlri ndgc,  by

the first investigation using submersible, die "SHlNKAf  2000". More  integr-

ating Investigations are needed jo soJve the nascent trench problem.

1. はじめに

1983年５月26日の日本海中部地震（M7.7 ）は，

雁行する奥尻梅嶺と佐渡海嶺との間|こ位置する日

本海盆東縁で発生した。震源城は，大和海盆と日

本海盆との塊界でもある。日本海の２段階拡大説

くたとえば。小林・中村，1984）によれば,22Ma

頃(Takeuchi,  1986) までlとはすで|と拡大を終わ

っていた日本海盆の東緑に，およそj7Ma 頃 まで

(Kaneoka,  1989) の大和海嶺の活動（すなわち

大和洵盆の拡大）か重複した場所であ る。さら|こ

震源域は男鹿一骭靡構造線（茂木, 1983  ;吉田ほ

か，1989）の上|こ位置している。19831FIﾖ本洵中

部地震については，日本海東縁変動荀が新生プレ

ート境界であることを示す（中村, 1983: 小林，

1983) という見方と同時に，日本列島の地殻構造

上の特異点に起こった地震である点 も見落として

はならない｡

194圜E駄丹半島地震（神康岬沖，北緯44.3 度，

東経）39.5廣，Ｍ? 。５）は，日本海側のりソスフ。

アが北海辺疆に沈み込んで行くことを示す地震で

あり〔Fukao and Furunx 〕tχ），1975）， 新生プ レ

ート境界説の根拠となる重要な知Ｑである。この

地震もまた，日本海ｉ 緑に沿う特異な位置|こ発生

した。震源は。椥尻海巓の北部（北緯42.6imit>

と交差する寿都橘造線上|こ位・ しているからであ

る。

小文では，北部奥尻海嶺における変助地形地質

の儁1見を概括するとともに，1988年７月27 冂に北

部奥尻梅棚と武磁洶盆との塢界部でおこなわれた

『しんかい2000』による潮航調代の結果を報告し，

巾村（1983）・小林【】983）によって吻11 された

日本海東緑変動帯＝新生プレート境界説について

論じる。
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2. 地形地質概説

店断層分布に見られる奥尻海嶺周辺海域の構造

図1　11 本 河北海辺沖向 底の活睛造（断層・ 斟1■|・

撓||||） 分 布

断層 ：櫛 形のヶ バは 落Fgl 』｡褶 曲：災 線は背

斜，破線は|;j】斜 ，撓曲 ：半円のつい た側に急

傾斜するこ と。 黒丸は 第四紀火山。

｛活断層el 究 会（198a ）およびnlmaki （1帥a ）

により編図〕

Fig. I Distribution of active de 鈿rｍａtｊｏｎ

引r 肬tｕrｅｓ,0ff Hokkaido,  Sea of Japan ・

（Ccmpiled from Res . Ｇｒ・up Ａｃtiｖe Fa ｕlt

Japan  < 1980)  and Tamaki （1988 ）｡）

Halchcd lines : downthrown side of la ｕ】tｓ

lii耙ｓ with arrows : axes of anticline

（ｓolid ）ａｎｄ ｓyｎｃｌｉｎｅ（das ｈｅｄ ），

lines
 with half circles : downbended side

of drape fold Cic.  flexure 】ｓｏ］id circles

Qｕａtｅrnaｒy volcanoes （ｓ11a㎡
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方向は，タータリー海峡に平行なNNE -ssw 方

向，奥尻海巓にほぽ平行なＮ－Ｓ方向の２方向が

顕著である（図１）。さら|と奥尻海愉とは斜交す

るNW-SE ないしNNW-SSE 方向があり，これ

は，後述するように基盤構造としての寿指梢造線

lこ平行する方向である。以下，構造単元ごとＲ二説

明する。

|凋４　東部日本海盆瓏緑部の地形プロフ
７イ４

東海大？:第２次奥尻雨ａ凋filておける膤泥（ドレ
７ヂ）作HG6.  G? の航羶al および水濠の穣断ililbl C岩

ド・石井（1988）|こもとづく〕1=lはＰＤＲ のデータ ≪Mliは時|;11 : 地形より推定される低角逆断麪を示す）

〔保柳ほか（1988a ，b）lこより糾閃〕

Ｆｉｇ． ４　Ａ ｔ°pographic profile across the eastern margin ０１ Ｅａｓｌ Japan Basin.

la】Ship track ｏｌ R/V TOKAIDAIGAKU- ＭＡＲＵ ｌ during dredge hauls Ｇ６ and

G7.  and lbl Reported wa  ter depth and estima  led topography ｌａｌａ from I  washita

and Ishii 〔19a 吩 〕.

IcI PDR profile (time ｓｅｃｌｉｏｎ）. Ａ「「ows :estimated lhr ｕｓtｓ （Compiled rr ｏｍ

励yllagi　et at ｡ （1988 ）l
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2.1　 奥尻海嶺西側斜面

北部奥尻海嶺西麗基部（北部日本梅盆との境界）

では，1940年積丹半鳥沖地震の際に地表地震所思

が出現したと予想され，それが確認されれば，日

本海東緑慶動帯前緑逆断層（帯）の模式地となし

うる。ただし深度は，『しんかい2000』による潜

航調査の限界を越えている。東海大学丸ｎ世によ



るドレッヂの際の音響測深記録（保柳ほか,ISS ）

|こよれば，北緯44廁 ０分付近の11』麗基部に比高約

400 。の断屆謚が認められる（図４）。この付近

は， リソスフＳ了の沈み込みが行なわれる海溝地

形にふさわしく，急崖|て接する洵盆底か低地にな

っていて。ここから約700m の距離|こある海盆底

（水aS450m ）|こは海嶺釧に 緩斜 而をもつ非 対

称な背斜柵造が認められる。このような地形的特

徴は，日仏海溝計画で詳しく調べられた南海トラ

フの活構造（Le Pichon  et al .
 ,
 1986) と似て，

地下|こ低岡逆断層（またはデコルマン）の存在が

推定される。

しかし，この「前緑逆断層」は総延艮100 ㎞程

度であって長く続かず，北仰は寿都構造線（後述）

の高角断屆に， また南側（北緯131付近）は巾冖奥

尻海商の西向き傾動地塊の創面下部|と矜化する。

なお，巾部奥尻海観と東側の後志海盆（トラフ）

との境界部には堆積層を最上朏まで変形させてい

る円筒状逆断射が弯波探査により詔められている

（岡Ⅲほか，1986；介本，j988 など）｡

2.2　 北部奥尻淘嶺西斜面中腹

海洋海山西麓は比高1500 ．1こおよぷ急nlをなす

ため，この斜IS て低断層崖などの活断層地形があ

ったとしても，通常の翡響測深記録では判釐が著

しく困難である。「しんかい2000」の潮航352 で

は急作基部の近傍（水深1940．）でNNW- SSE

走向で比 高】。弱の地すべり形の低断駲1崖が認め

られた。忽nlでは,R力不安定による崩落性の斜甬i

崩嫡が進行し，新鮮な露頭と開口割れ【】が 普遍的

に認められた（潜航352,  353,  354,  355 : 詳し

い記i隲はこれらの各利告sこゆずる）。

ljl京人学海洋研究|听の音波探 査ブ ロフフ４ ル

ＫＴ８?－６-ＭＣＩ（倉本, 1988) および東海人学

第２次奥尻海嶺調査の採泥試料（保柳ほか，IS8）

によれば，IJ 麕鮮新統以 Ｆの堆積l徊こ顕著な断Ｍ

連動が?･jなわれたことか肝実であるととも1と，海

洋洶11j（奥尻海噺）の朿「;･|きの傾動と西側斜laiの

崩壊が上部鮮絎紐堆利以降の新しい時代に起きて

いる。この傾勣の原|刈として斜li基部から東|こ傾

斜する逆断jM 迎効を想定することができるが， こ

のブrlフ ァイルでみられる断閥通助と傾動通勤と

は時 期的に翼なｰ,ている。またＴａｍａｋｉ【 】9e8）

が指摘したように，奥尻海徽（日本海東鰍 変動:;7）

|こみられる傾勤のil】きは地塊ごとに異なってい る

が，府嶺全休としては西ｉ］きの傾勦が支配的であ

る．

したがって，海洋海111西圃I』斜面は，［1木潟東縁

慶動帯ではむしろ例外的に東傾斜の逆断層帯とな

っている．なお，西淤l而の潜航調査（とくにS2 回

：榊航考　田巾武男）で観察されたハイアロクラ

スタイトの麪理から， 海洋洵山はすで|ぴ11期巾新

|!!【 】２Ｍａ頃）から高まり（海嶺）として形成さ

れていた可徒性がある．

2.3　 北 部 奥 尻 海 嶺 上 部 と 寿 都 構 造 綿 （ 図 ２ ）

閃2　1､?｡ 置 図

ク ロ ス ： し ん か い20 ｛｝O潜 水,刈fl 律356 地 点 ， λ 破 線 ：ｊ

郎 海 底 谷 お よ び 寿 屬 構 避 線 ， 点 線 ： 東 海 人 乍 第 ２ 次ll! む

海 巓 凋1･i 採 泥 （ ト レ ーｙ ヂ ） 地 点G  6  . G ７ ． 後 志jlll116

11 屑la. 置 は 渡 辺 ほ か （1988 ） によ る 。 （保 柳 は か(1988

1C 加・ ・ 修IE ・ 編【ヌ|】

Ｆｉｇ.2 fndc χ map. (Compiled from lloy ａｎａｉ el

ａｌ.（1918 ） ｗilh slight addilion and

m（χiefication.  ]

Crass : Dive site Ｎ０. 356oi Submersible

"SflfNI 《A1 2000 ’lhick dashed line :Sutis･

submarine canyon and it ｓ ｎｏｒtllｗｅｓtｅrｎ

ｅ１０１１ｇａｌｉｏｎ（ Ｓｕtlｕ Ｔｅｃtｏｎｉｃ ｌ.ｉｎｅ ），dotted

line:ship track of R/V TOKAJDAIGAKU

maru ｌ during dredge hauls 【■ 6 and g;

01 21d Okl 】shiri ｓｕｒｖｅy by Ｔ（血ａｉ

University.



寿酩柵造綻は 黒松内 低地帯お よび寿 都海底谷 の

延妓と して，長 さ約200k ・を越え るNNW-SSE

走向の檎遍凹地であるが， 北麓441度付近で北部奥

尻aiiliを劉 めに横 切り， 酉la』きの傾動地塊であ る

忍陥海1.11と東向 きの傾動地塊であ る海洋 海山 とを

分ける。音被探 査プロフ７イルKT87-6- MC Ｉ

に よれば， 海衛 上部 は初期～中 期鮮新世の坩積 層

で 覆われているが， 第四 紀屆に よ る 被覆 は 磚い

【Talllaki ， 】988: 介本,  1988 など）。 詳しくみ

ると， 海洋海山東斜 面の被覆匐は基盤（“ 海洋地

殻“ ）の起 伏を鯉稻 した後に傾勁 した平担而を持

ち， 上部の肘厚はほぽ一定で ある。 涛晶棡造線を

趣え た忍路海山僕|で は海洋海山より 上位 の地晒ま

でか堆秘しており， 基盤（人陸～ 火山鳥弧 池辺）

のalliまりの瑣 閔ほど被覆が薄い。ｇ 上から，海洋

海111朗の傾動 は忍路而山II』の隆起後|こ行な われ た

ことか示唆される。 鴣造凹 地の 東刺 而は。緩傾斜

で平坦な西側に比べて 斷ｌｉａ 状の起 伏があ り。高

角の断附帯が通過して いる可能性 がある。 涛窗携

遍線の斜aliは， 「しんかい2000 」による潜航調 査

が可能な地域で あり， 今後こ うし た悶迦の検証が

期待 される。

ii波 探介KT87-6-MCI の解釈 （介本ほか，

198 印 によれば，北 部奥尻 海嶺と武蔵海盆 との境

界に， 音轡Ｍ黔 の逆断 層運動にと もなう被司 層の

褶曲・断層・ 形 が推定 され， 今回 の涓皐i｡1artが火

施 され た。

ところで，東 海人学によ る節２次 奥肌海嶺 調 査

の際， 後志海||』を東i嵋こ二分する||ﾓ断舮1が延長約

16b に わたってマ･ｙピ ンク され（渡辺 ほか,19囹 ）。

後志海山 周辺 の表層が局所的 な引張 們E応力場 にあ

ることが 示され た（図 ２，図 ３）。山 崎ほ か（Jｓ8 ）

および周・ ほか（198 剛 に よれば。 海底 火山とし

て の亂 ぶ海山の年代は0. ９Ｍａ であ る。 さらに，

後志火|ljは 渡鳥 人島 から続く 束北|| 本弧鳥海 火|||

帯の延長と占え られ， 渡瓜 人鳥 一後志 －411帆 と|刺

北ないしWNR -ssw 力･|;･」に 配夕りし た火|||夕ljの存

在が推定 される（山崎 ほか，1988 ）。 地形的lｑ夊

戝外 海ri 群・後志 海6･ 群に後志 火|||と類似の 海底

火|||が介まれてい る･11能性があ る。こ の火|||配 列

はr･ 鳥弧のＥＮＥ 一一一ｗｓｗと|lllら かに斜 交する。

ちなみに，鵬弧 聖火山 としては非常に特 災｡な化

？細成（小林晢 人・周蘓曜治談）を 示す旬尻 火山

は。古くは那須火山帯とされ，最近は千島弧アル

カリ岩区の火山とみなされている（小林, 1987)

という二薗性が注目に値する。

3. 奥尻海 嶺／武蔵 海盆墳.界郎 の潜航謫

査結果

3.1　 潜航 調重の目 的

｜しんかい2000 」箚3561!ll潜 航は，北緯4411 の

北部奥脱海嶺llり剌斜|riiを,淵肖した第354111 ］（溯航

占： 徳山 僥･-･）な らびに 第35511･| （潜 航占：宮ド



純夫）に引き続いて，おなじく北緯44度の同海嶺

東側斜面および武蔵洵盆西南部の地形地貿調査を

行なった。具体的な調査目的はつぎの２項目であ

った。（i）奥尻海嶺 ／武蔵海盆塊界部に推定される

逆断陥，およびその活動にかかわる柵造性微地形

・変形構造などの目視観測。②北繚14度楾に沿う

マルチチャネル音波探蚕紀録と，実際の屆序・構

造との対比に有効な地質標本の採取ならびに産状

の記載。

3.2　 潜航細重地点串 前誨瓷の結果

現在までのところ，本海城については ナローマ

ルチピーム（シーピーム）測深による面的精出地

形調巌は吸念ながら行なわれていない。そこで「し

んかい2000」の母船「なつしま」のＰＤＲにより，

調査海域の精密地形調査（速力10 ノット）が２回

にわたって行なわれた。その航跡を図5a に示す。

図5b はPDR のモニター記録を編災したものであ

るが，Ａ－Ａ’を除 く名プ ロファイルでは，武蔵海

盆西緑にｐrｅs知re bｕ】ge様の構造丘がみとめられ

る。測深データに もとづいて 作成された地形図

（図６）によれば,これらは一辿の高まりであＱ紬

面がほぼ垂直な背斜構造であることがわかる。走

向はC-C' およびＢ －Ｂ’からN 35*  W と 推定され，

｛･j･近 の奥尻海 倣佃|耄=llljjに平 行であ る。こ のこ とか

ら，背斜構lj は1刺東側に わずかに倒れ たjE11 刮ll

であ るら しい。同 様な1削||構匙 （比高鼾召Om ，破

災約２㎞）は最11 ト ラフ|’り縁 で もＱいだ されてお

り（図7 ），11E縮tlEの晧造と されてい る（Ｋｉｍｕrａ

ほか，198 η 。ll 本海盆 東縁断 層沿いでは，11 本

洵巾部地震震姫域（青森 沖）において 「 しんかい



2000j により，断層崖に面した廁盆底に発llされ

た爪縮性構造小fi（prｅssぽe b,ｄｇｅ）頂部に，表

駲堆稍物申のコンピーテント削が挫屈した刺方短

縮性微細驕恣や地割れが観察されている（田中武

男，単術φ）。したがって本海域についても，活

鳬的逆断層の低断層崖や下盤鯏の嵎造斤頂銘に同

緇な微細槇・ が発見されうると期待された。

査,咥纎淌44 度沿いの屈序調査（マルチチ ャネルサ

イズ ミ,。クプロ フ フイルのグランドドルーズ）

という２つ の目的と，このような事前調査の結果

にもとづいて，構造小丘と奥尻海嶺側斜面の２カ

所|こ目標地点が股定された。

図6s こは ， 「し んか い2000 」の航跡および

sＴＤによる水深データが示されている。「しんか

い2000 」は， 予定どおり拙造小丘にｌ 底 した後，

浮泥貿の海盆底を走り回 ったが， 結局のところ潜

航調 轟闌半では，目当ての低断層垈や微細鐫造は

発 見できなかった。後半は，奥尻海嶺剛の斜面を

調 査した。sI 面蕗部に近づ くsこつれて。海盆庭に

転石が散見されるようになった。谷筋に沿って上

るにつれて，浮泥屈に薄く覆われた淡褐色細枝凝

灰岩層の露頭が続 くようになった。凝灰岩・ の走

向は 潜水船の針路にほぽ直交し。傾斜は斜 面と同

程度で あった。こ のため，後半の調査ではほとん

と1司一弱準の拠ｓ を観察した｡ 今回 の潜航調査の最

終段刪ではこの凝灰岩層の標冰 と安山岩転 石を採

集し た。凝灰岩は潜水船のマニピａレ ータで ブロ

フ ク状 に破 断 さ れる が， つか むこ とがで きな

い歓かさであったため，標本採集|こは柱状採泥器

を 使川 した。 この凝灰岩は，柱状 採泥器による採

泥方法に とっては逆|こやや硬すぎてアクリル裂チ

・ －ブおよび ライ ナーを 破lnし たものの，標木探

取には成功 した。ド船後，東京人学而洋研究所|こ

おいてこの細粒凝灰岩を検鏡した結果，化石が全

く含まれて いないことが判明し た（鑑定名･:徐la

し たがりて 現在のところ， 淡灰色細粒凝灰岩の年

代を 決定することはで きない。

潜航356 の凋肖域では， 次の点が判明 した。

（j）武蔵沌盆の洵ａは 奥坑海嶺朿麓 基沺に|匈か っ

て わずかに 傾きドがり， 最深部が111麓il’iドに位置

している。②|||麓II゙ iｙには活断剞の変動地形は な

いが， 埋没 して いる可lllM!IEは残る。③ 末（半）固

結泥j,vjの最上 部椚準は 束1111 に船 って追跡され，

北韜44 度付近付の奥尻 海櫚 朿斜liでは。最人傾斜

とな９てい るこの斜liiは撓|111瞋造の蒭部である。

3.4　 考躓

11! 武蔵洵 忿にlfljした奥尻海嶺 朿ま11「liの細粒凝灰

y;一層1こ化６か 令く含まれていない･μ実は，潜航凋

介やド レ･。ヂで標 本が採IN された海洋洶|ll付近の

3.3　 潜航詢査結果

「 廴んかい2000」の第365 潜帆は，（I）北部奥帆

海嶺山麓,･武蔵淘盆1鰰丿嶝外沺における活構造,网



地層の堆積環境 と大いに異なってい たことを示す。

鵑朝鮮釿世Sこは 寿制構造線 の西俳』にある梅洋洵11j

（奥尻 海嶺プロパ一）の地域はより平坦で あ った

が，東側の忍路梅山はすでlと武蔵梅盆を隅てろバ

リヤとして存在してい た可能性がある。こ れは海

洋海11」がより後から隆起を行な ったという音波探

査の解釈（前述）を支持する。

12】 潜航356 の調査海域において，!jl萠のＰＤＲ音

響測深により 椎定され た小斤（ 背斜）の存在が推

定されたが。 比高が ５ｍ程度で極 めて低 く。潜水

船のソーナーに反応しない程度に勾配か非常に綏

やかな起 伏であ った。 その頂部においては ソー ナ

ーの視程範岡内 に反応 がなく，活1調造の直接的 証

拠となる地割れや低断 層眤 などの変動徴地形の発

llには至らなかった。

武蔵海盆は 海盆底が南i!tiに傾動 し|刺衄（北1匈4

度 付 近） に最 深 諂が あ る。 図 １で は ，武蔵 海

盆の北半部西縁 に南北性の断層 と向斜仙が記載 さ

れて いるか，錏 深部までは追跡 されてい ない。凋

＆４ 城で も「･」|様Sこ。この小丘を 含む背斜槇造は11

曲輪ri<NW-SE 方 向を 示 し， 北 東 部 は 次 第1こ

NNW -SSE に方向を変えつつ フラ ンジして 海盆

底 化:埋没している。 したか って武蔵海盆では，南

北性 の咄111や断枦１１ＣＮＷ－ＳＥ力 向 の 褶lll ・ 畄曲

が交差重複 している可能性かあ る。新||｡|ll係は不

Iりjであるが，後者は寿晶構造線や武蔵 海盆 北東縁

の概形とほ とんど平 行であ ることか興味深 い｡

131　とこ ろで，本淘域の搬航 調 戉お よび･jiliij凋査

に 際して， 母船 「なつ しま」の船位 決定 システ ム

で は， デッカＤ９む－P ）の測定値から緯度 価はそ

のまま川い，経 度値は経験的 に ー 】｡10の補正を匏

している。この脯jlﾓの確度 や精度は，今回 のよ う

|ぴ11坦な梅盆庭で 低平な小Fi や低 断肝111の探索・

追跡を 行なう際dこは 地IX昨ｌ に一 定程度彫響する。

実際，潜航調査で 判明 した地形 ど μ前調 査段階で

の地形は，渤水船が谷筋を|以登 したIμ実と食い違

い，さらlこ人きい経度iliIEを必要とす ることがわ

かる（IX16 ）。 ただ し，これは結 果,淪であ って 。

現実的 には船位 の不確定枕の問 題は常に存在 し，

とくに‘Ji前調 査段階での有効 な 手だては ない。Ｍ

８では，船位がほぽjlﾓしいと仮 定し，ＳＴＤデータ

の深|刎11111より30m 浅く咄jE した深度他を 川いて111

111j凋 肖の漫|深煉図(1*16  > を改訂 した地形図 を示

す。この図では，９庚近い地磁気の偏角，潜水41

が谷筋を吐崩した事実などを 考慮して，測深原1ま

に裏麗されている南西隅部の 小谷を穆動するなと;

地形裏現についても手11‘{しをした。

4. 諞鑰：日 本海東縁変 動帯の 発達 史的丿

釈

Ⅲ　F･ikao llnd Furumoto  (1976) によれば，・

J`Ｆr･鵬沖地震は既存 の断 裂帯を 使った スロ ー地i

で ， 起 震 応力 丿昜はene -  wsw ・。｡。。の ス

スト 型川縮暘であ る。?|!被の波源 域・余震 分布

訓111す る震源 断層ifiiはsIUﾋ 朿に 傾斜 し，走向は･

郤構造線|ぴlｑl であ る 【渡辺， 】984）。

゛･ゐ･，第IJq紀火|||体 の構造 （III尻 火|【|・ 後志･

|||・介珠火山 】から甸|ら れる地殻 表層応ﾉ亅場（

よそ15km 以 浅）で は， 石狩低地帯 の西側でIlj尻

-’I渡島 半 鵬 のIXlnl に お い て, ａＨ｡｡｡がＮＮｗ-S1

Jj  I")とな る幀|;jlがあり， 周辺 のljll 配il゙ 1とは 一一･

せ ず，む しろ直 交する （図 ９）。 さらに 利尻 火



は，位1?!1の点で も片衣化 学組成でも「非 鳥弧的 」

である（小林哲 夫談）。

こうした枚雛な現象は 北米・ ユーラ シアプレ ー

と境 Ｗが1衣然と して石狩 低地帯 沿いにあ り（橋 本

’多|||，1988 ），|| 本洵 朿緑新 生プレ ート境界が

まだ 未 完 成で あ るこ と の 鉦 拠 のひ とつ と み ら

11る。

他力，11 本淘東縁 変動帯で 西μ･lきに竡動 した地

鬼は11 本淘Illリソ スフェアのobd ｕclio n と もみら

!１る（例えばTama  Id. 1988: 倉本，1988; など）。

とくに， 後志 トラフ闘 辺はobdllcl する奥眤淘巓

りド骸としてlljlがる ために 人川で1111張塲が1,｡3所的

こ生じ たと 考え ね｡ば， 一応の,IIQIり」としては成り,y

’:）｡ただし，西向き傾動地塊が卓越する東北本州

の日本海側にこうした「局部的引張鳩」がみられ

ない点では，やはり日本海東縁新生プ レート境界

がまだ未完成であるとみなければならない。

12） 日本海盆の音波探食の結巣では。音轡基盤に

透明層と成層堆積屆とがあり，両者の境界となっ

ている顕著な反射面の年代はDSDP の結果により

鮮新世中期のおよそ3.5汕傾 と考えられていた。

今次の海洋海山西麗潜航調査では，上位の成層部

に対比された堆乱物から探泥試科がえられた。嵯

峨山秘氏の毬藻化石鑑定によればこの堆積物の年

代は初期鮮新世（およそ5,1 ～3.７Ｍａ）であり，

予想よりもやや古い。海洋海山周辺の傾動は，海

山東斜面の堆積叨は厚さがほぼ一定していること

から，早くても3. 7 Ma 以前ではなく，寿都構造

楾以東に堆積し海洋廊山では欠如している上位の

地層が堆積した後刈鮮新世～前期更新世であろう。

(3) Ki  mura ほか（1987 ）・Takeuchi  (1986)

などによれば，北郁奥尻海倣を含む日本海東緑変

動帯の地史は次のようにまとめられる。17～15Ma

頃に大和勧盆の拡大が完了した後，東北日本弧で

は東西伸艮テクトニクス（弧内リフトの形成）が

行なわれ，日本海東縁変動帯の前身ともいえる内

佩桔成盆が允達した。新生プレート境界説に立て

ば，およそ６Ｍａ 頃の東北日本内帯応力場の転換

（東四短縮変動帯の允現）は，東北日木弧のマイ

クロブ レート化と同等である。

プレート収束運動の場（力学境界域）としては，

この内帆断裂俳が既存の弱線として再利川された

とみるのが自然である。伸張塩から短縮場への転

換が起こると，まずはじめは，それ以 前の伸長変

位が回復する過程があり島弧が変形する。相対迦

助がある限度に逹した場所または時点から，今度

は糾廊 ／鳥弧境外が新生プレート境界に移化する

と考えられる。

前縁逆断川帯の形成をひとつの鵬準にすると,お

なじ日本海廈縁であっても北部奥尻海嶺川辺は。

以南の佐渡海嶺沿いと比較して一段と進んだ移行

過r11にあると判断される。この理「tlは，これまで

述べてきた北鴿奥尻海嶺の地理的・地史的特災性

にある。すなわち，日木海盆の北東掃にある北部

奥尻加嶺は， 東北卜 本弧の北の付け根にあたり，

中川巾新11り）帆内リフトがほとんど形成されなか



つた位置にある。したがぷて，内帯応力瑞の転換

か起こると，いきなり 縁海 ／島弧境界で新生海涓

の形成が始まったのではないかと考えられる。

4. まとめ

gl】 奥尻海嶺 ／武蔵海盆境界留の潜航調査結果

lll 武蔵海盆西緑断層の潜航調査が今回初めて

１回のみ行なわれた。

(b)　武廠ａ 盆に面した北部奥尻梅嶺東斜面にお

ける最上鄒層は凖固結の淡褐色細粒火山灰（凝

灰岩）屬であり，走向傾斜はN40* W 20 ‘Ｅで

ある。融航調査を行なった斜面で採集した転石

から，斜面上部（1550m 以浅）|こ安|』』岩円礫を

含む礫屆の存在が推定される。

囘 武蔵湖盆の海底に認められた小丘は，地下

の背斜棡造を反映した非常Ｒ:緩やかな商まりで

あり，活11曲の可能性がある。

ldl 今回の潜航調査では武蔵海盆西縁断層の露

頭を発見する|こはいたらなかった。「なつしま」

による精密地形調査，楢水船の潜航深度データ

および目 視観測の結果から，北SIM4度付近の 海

盆底に浮泥層や軟泥に櫚われて伏在する（堆 積

されている）背斜柵造が推定された。現時点で

は，新鮮 な変動微細地形の存在にはむしろ否定

的な結梨であ る.

lel 活構造の潜航調査には，ナローマルチビー

ム測深lこよる広峨的 な精密地形詢介。マルチチ

ャネル音波探査。サイドスキャンソ ーナ一など

の 事前詢査が欠かせない。さらに活動度の 判定

1とは，港水船や曳航体ドルフィン３Ｋによる実

地の探査ならびに地’ド構造の物理探 査を含む総

合的研究が必要である｡

121 奥肌梅嶺の北部は力都構遜線により斜断され，

また後志而底火山の形成と山休を切る止即砲1群は，

後志ト ラフの一部|こおける伸帳 テクトニクスを示

す。これらの特徴は， スラストの発達で特徴づけ

られる111本湖東縁変 罍地帯にあっては特異である。

利坑火山や石狩低坩!帯とその西Sこ隣接する地帯の

地殻応力（歪）の主軸配置も，この局所的テクト

ニクスＲ二関係すると予想される。

C31 北 韶奥脱海嶺付近は，|| 本梅柬縁変俑帯の な

かでも沈み込み塊y7 （新生海溝）としての特徴を

も-3と もよく備えている。この理ll･1は，地月1的・

地 史 的 に み て ， こ の地 域 が 千 島弧 は 勿 論 ， 朿北 日

本弧 の 造橋 場 に も属 さ な い位 岨l とあ り ， 海 陸 の境

界 が プ レ ー トの 相 対逃 動 をEri 接 担 う必要 か あ る か

ら では な い だ ろ うか ． い ず れ| こして も ， 日本 海 東

緑 変 動 帯 が 新生 プ レ ー ト境 界|こ移 化 し つ つあ る と

は い え ， 石 狩低 地 帯 沿 い か ら の ジ ャ ンプ がす で に

完 了 し て い る と は 言 い 難い ．
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